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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期

第１四半期連結
累計期間

第14期
第１四半期連結

累計期間
第13期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成30年４月１日
至平成30年６月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 2,061,142 2,296,497 8,333,960

経常利益 （千円） 102,448 117,224 418,923

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 67,353 86,007 281,307

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 62,499 82,983 266,196

純資産額 （千円） 1,694,809 1,927,839 1,898,506

総資産額 （千円） 2,476,240 2,919,053 2,802,170

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 8.67 10.92 36.00

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 8.50 10.86 35.51

自己資本比率 （％） 68.2 66.2 67.8

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

EDINET提出書類

株式会社レントラックス(E31446)

四半期報告書

 2/14



第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日）におけるわが国の経済は、企業収益は好

調に推移し、雇用所得環境の改善等を背景に緩やかな景気回復基調が見られたものの、米国政権の動向や海外情勢

の不安定なリスク等、先行きは依然不透明な状況が続いております。

このような経済状況のもと、株式会社電通の「2017年日本の広告費」によれば、2017年の日本の総広告費は6兆

3,907億円（前年比101.6％）、その中でも当社グループが属するインターネット広告市場においては、インター

ネット広告媒体費が1兆2,206億円(前年比117.6％)と堅調に成長を続けております。

当社グループでは、主力の成果報酬型広告サービス事業において、金融案件、自動車買取案件、引越、エステ、

転職求人、士業、不動産関連など既存の各ジャンルにおける広告主様への注力を継続するとともに、物販等のその

他新規分野の広告主様に対して営業の強化を図り、また広告掲載媒体運営者様に対して、より一層の連携強化に努

めております。

この結果、当第１四半期連結累計期間の財政状態及び経営成績は以下のとおりになりました。

① 財政状態

（資産）

当第１四半期連結会計期間末の総資産は2,919,053千円となり、前連結会計年度末と比較して116,882千円の増加

となりました。これは、売掛金が103,376千円及び預け金が86,846千円増加したこと、現金及び預金が43,343千円

及び前払費用が21,874千円減少したことが主な要因であります。

（負債）

当第１四半期連結会計期間末の負債は991,213千円となり、前連結会計年度末と比較して87,550千円の増加とな

りました。これは、買掛金が37,567千円及び預り金が66,350千円増加したこと、未払法人税等が22,752千円減少し

たことが主な要因であります。

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末の純資産は1,927,839千円となり、前連結会計年度末と比較して29,332千円の増加

となりました。これは、利益剰余金が31,251千円増加したことが主な要因であります。

② 経営成績

当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高2,296,497千円（前年同四半期比111.4％）、営業利益118,092千円

（同115.3％）、経常利益117,224千円（同114.4％）、親会社株主に帰属する四半期純利益は86,007千円（同

127.7％）となりました。

セグメント別の売上高は、成果報酬型広告サービス事業が2,130,990千円（同110.7％）、検索連動型広告代行事

業が142,554千円（同110.2％）、その他の事業が22,952千円（同331.1％）となっております。また、セグメント

利益は、成果報酬型広告サービス事業が277,631千円（同115.1％）、検索連動型広告代行事業が20,111千円（同

116.9％）、その他の事業が22,119千円（同323.3％）となっております。

 

(2）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 24,600,000

計 24,600,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 7,954,800 7,954,800
東京証券取引所

（マザーズ）

単元株式数

100株

計 7,954,800 7,954,800 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成30年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成30年４月１日～

平成30年６月30日

（注）

63,000 7,954,800 447 439,925 447 345,925

（注）新株予約権の行使による増加であります。

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   60,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,830,000 78,300 －

単元未満株式 普通株式    1,700 － －

発行済株式総数 7,891,800 － －

総株主の議決権 － 78,300 －

(注)「単元未満株式」の欄には、自己名義株式が5株含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有

株式数（株）

他人名義所有

株式数（株）

所有株式数の

合計（株）

発行済株式総数

に対する所有株

式数の割合

（％）

株式会社レントラックス
東京都江戸川区西葛西

5丁目2番3号
60,100 － 60,100 0.76

計 － 60,100 － 60,100 0.76

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、従来から当社が監査証明を受けている優成監査法人は、平成30年７月２日に太陽有限責任監査法人と合併

し、太陽有限責任監査法人と名称を変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,609,414 1,566,071

売掛金 947,884 1,051,261

原材料及び貯蔵品 679 816

前払費用 86,160 64,285

その他 18,807 113,564

貸倒引当金 △1,954 △2,150

流動資産合計 2,660,993 2,793,849

固定資産   

有形固定資産 3,386 3,180

無形固定資産   

のれん 68,151 62,184

その他 22,917 21,022

無形固定資産合計 91,069 83,206

投資その他の資産   

繰延税金資産 39,769 31,910

その他 26,412 26,215

貸倒引当金 △19,459 △19,309

投資その他の資産合計 46,721 38,816

固定資産合計 141,177 125,203

資産合計 2,802,170 2,919,053

負債の部   

流動負債   

買掛金 695,113 732,681

未払法人税等 63,294 40,541

賞与引当金 18,600 8,706

その他 126,655 209,284

流動負債合計 903,663 991,213

負債合計 903,663 991,213

純資産の部   

株主資本   

資本金 439,478 439,925

資本剰余金 345,478 345,925

利益剰余金 1,156,135 1,187,386

自己株式 △34,726 △34,726

株主資本合計 1,906,365 1,938,512

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △6,576 △7,169

その他の包括利益累計額合計 △6,576 △7,169

新株予約権 － 209

非支配株主持分 △1,281 △3,713

純資産合計 1,898,506 1,927,839

負債純資産合計 2,802,170 2,919,053
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 2,061,142 2,296,497

売上原価 1,795,930 1,976,635

売上総利益 265,211 319,862

販売費及び一般管理費 162,765 201,769

営業利益 102,446 118,092

営業外収益   

受取利息 3 19

その他 6 108

営業外収益合計 9 127

営業外費用   

支払利息 － 38

為替差損 7 955

営業外費用合計 7 994

経常利益 102,448 117,224

税金等調整前四半期純利益 102,448 117,224

法人税等 36,843 33,605

四半期純利益 65,604 83,619

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,748 △2,387

親会社株主に帰属する四半期純利益 67,353 86,007

 

【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 65,604 83,619

その他の包括利益   

為替換算調整勘定 △3,105 △636

その他の包括利益合計 △3,105 △636

四半期包括利益 62,499 82,983

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 64,326 85,417

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,827 △2,434
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【注記事項】

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第1四半期

連結会計期間から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の

区分に表示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

減価償却費

のれんの償却額

1,953千円

5,967

2,374千円

5,967

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

1株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年6月29日

定時株主総会
普通株式 46 6 平成29年3月31日 平成29年6月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）

1株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年6月28日

定時株主総会
普通株式 54 7 平成30年3月31日 平成30年6月29日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

成果報酬型
広告サービス

事業

検索連動型
広告代行事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 1,924,870 129,338 2,054,209 6,933 2,061,142

計 1,924,870 129,338 2,054,209 6,933 2,061,142

セグメント利益 241,159 17,210 258,369 6,842 265,211

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、媒体運営事業、コンテンツ販売事

業等を含んでおります。

２　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注）１

四半期連結損益
計算書計上額
（注）２ 

成果報酬型
広告サービス

事業

検索連動型
広告代行事業

計

売上高      

外部顧客への売上高 2,130,990 142,554 2,273,544 22,952 2,296,497

計 2,130,990 142,554 2,273,544 22,952 2,296,497

セグメント利益 277,631 20,111 297,743 22,119 319,862

（注）１　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、媒体運営事業、コンテンツ販売事

業等を含んでおります。

２　セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

(1)１株当たり四半期純利益金額 8.67円 10.92円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 67,353 86,007

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
67,353 86,007

普通株式の期中平均株式数（株） 7,765,154 7,876,695

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 8.50円 10.86円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千

円）
－ －

普通株式増加額（株） 157,576 40,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月９日

株式会社レントラックス

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 小松　亮一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 篠塚　伸一　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社レント

ラックスの平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日か

ら平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四

半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社レントラックス及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告
書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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